歴史に学ぶ‟女性と復興“～昭和三陸大津波と家族・共同体～ by 植田 眞弘
１　研究の概要（背景・目的等）















































夫婦 2 組、1933 年当時居所：田老町、宮古市、山田町、


































業の女（38 歳）は、盛岡迄 2 日かけて歩き、掛合った
が、らちがあかず、盛岡署に助けを求める
② 聞き取りによる沿岸女性のくらし






















































　昭和 8 年 3 月 4 月
「岩手県昭和震災誌」岩手県知事官房
　昭和 9 年 1 月
「大槌海嘯略史」大槌尋常高等小学校臨時海嘯調査部
　昭和 8 年 12 月
「山口弥一郎選集第 6 巻　第一篇」世界文庫
　昭和 47 年 12 月
「三陸漁村の研究」釜澤勲
　昭和 27 年 1 月
「アサヒグラフ特別号大震災全記」朝日新聞出版






























　～下閉伊郡下の安家村 , 普代村等を約 10 日廻る。小
学校児童は、ほとんどトラホーム。百日咳の流行。死
体検案書を書いてもらう為に二里も三里も背負ってき
た爺。
3.5（三）　○襟巻までも置いて　奇特な婦人本社へ　
　～ 4 日、盛岡市内の一婦人が岩手日報社を訪問し、
現金 12 圓と衣類一包み、さらに着用していた襟巻き
も寄付。
○愛婦より二千圓　　～愛国婦人会　三陸沿岸震災地
に対し、岩手支部に金二千円を伝送
（岩手日報記事は、女性、震災、戦争問題に分類して収集）
